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市島春城生誕150年記念関連事業について
草創期の早稲田大学（東京専門学校）の運営に力を尽
くした、市島春城、高田早苗（以上、1860 年生）、坪内
逍遙、天野為之（以上、1859 年生）は、いずれも 2009 年、
2010 年と相次いで生誕 150 年を迎えた。この機会に図
書館に縁の深い市島春城を顕彰する複数の企画が 2010
年 3 月までに立案・実行された。
春城については、早稲田大学となってからの初代図書
館長ということで、これまでも図書館で折に触れ企画展
示等を開催してきた。また、近年は地元の新潟県でもさ
まざまな企画が進められており、今後はそうした行事、
団体との連携も求められている。ただ、その知名度は大
隈や坪内、高田らに比べるとかなり低いといってよいだ
ろう。今回の記念行事を機に、学内外の出来るだけ多く
の人びとに市島春城の人と業績について知ってもらいた
いと思う。
まず市島春城をめぐって大学、図書館では近年どのよ
うな活動があったのか、確認しておこう。なお、市島家
は江戸時代を通じて越後国有数の豪農で、宗家（市嶋家）
と複数の分家からなり、春城はその一つ角市市島家の出
身である。
○寄贈（寄付）
1990 年　市島春城資料の追加分として市島栄治氏（角市
市島家当主）より、家蔵の関係資料の寄贈を受けた。
1997 年　市嶋宗家・信氏より大学に対して、市嶋家が
所有する文京区千駄木の邸宅の将来的な寄付が約束さ
れ、敷地内には学生寮が建設されることとなる。ちなみ
に、宗家では市嶋と表記することも多いと言う。
2000 年 2 月　市嶋記念千駄木学生寮竣工。
2008 年 4 月　市嶋信氏逝去に伴い、文京区の市嶋宗家
邸が正式に大学に寄付される。
2008 年 1 月　新潟県在住の校友、旗野裕之氏より図書
館指定寄付 1,000 万円。春城とも縁戚関係にある旗野家
出身の地理・歴史学者、吉田東伍と春城を記念するため
に使って欲しい、と希望。寄贈直後に旗野氏急逝。旗野
氏からは、自らの出身学部である理工学部宛にも多額の
寄付を頂戴している。
○関連企画
1986 年　図書館有志による「春城日誌研究会」が『図書
館紀要』26 に「春城日誌」明治 35 年分を掲載。以後、館
長在任中（明治 35 年〜大正 6 年）の翻刻を目標とし、ほ
ぼ毎号掲載。57 号（2010 年 3 月 = 春城生誕 150 年記念号）
で目標を完遂した。
1994年11月　没後50年記念　市島春城展（図書館主催）。
2006 年　春城生家、新潟県阿賀野市の所有となる。こ
れを記念し、阿賀野市水原公民館で展覧会開催。その後、
展示を推進した新潟県の郷土史家を中心として「春城会」
発足。以後、定期的に会報を発行（既刊 6 号）。
2007 年　新潟県の市島邸（市嶋宗家・新潟県指定文化
財）、新発田市所管となる。これにあわせ、所蔵資料の
調査開始。
2008 年 1 月　旗野裕之氏に感謝状贈呈。指定寄付をも
とに図書館に春城像を設置すべく検討を開始。
2009 年　銅像計画につき、校友会新潟県支部の協力を
仰ぐ（基金募集 :2009 年 8 月末締切）。
2009 年 3 月　新発田市長、大学を訪問。総長、図書館
長らと懇談。担当者はその後数回図書館にも来室、所蔵
資料の整理について意見を交換する。
2009 年 8 月　早大混声合唱団、新発田市月岡温泉にて
合宿。
2009 年 9 月　校友会新潟県支部総会。図書館長参加。
銅像進捗状況と募金について報告。
2009 年 10 月　新発田市長、大学再訪、常任理事らと懇
談。
2009 年 11 月　図書館他、大学担当者新発田市を訪問（地
域交流・市島邸調査・講演会等）。
2010 年 3 月 5 日　春城銅像公開（除幕式開催）。「生誕
150 年記念市島春城展」開催（〜 5 月 26 日）。
2010 年 3月 15日　『図書館紀要』57 号（市島春城特集号）
刊行。
2010 年 7 月　市島邸（新発田市）に春城銅像設置（予定）。
2007 年の創立 125 周年記念関連行事の中でも、市島
春城が大きく取り上げられる機会はなかった。さらにこ
れまでに学内には大隈、高田はもとより、小野、坪内ら
の銅像はあるが、春城のものはなかった。今回の旗野氏
からの寄付を契機に、春城像の制作がにわかに現実のも
のとなったことで、新潟県（特に新発田市）との交流や
その他の諸事業も一気に活性化したといえる。
春城像の制作は、大学、特に図書館関係者にとって永
く心にかかっていたことであった。その思いがあればこ
そ、旗野氏から寄付をうけ、その有効な活用方法として
春城像の制作が提案されたのは、当然の成り行きとも言
える。ただ実現に向けては、一朝一夕に為しうることで
はなかった。
旗野氏の寄付を受けて、春城像の 2009 年度内の完成
を目標とし、館内で検討を開始した。まず、銅像のイ
メージをどのようなものとするか、それまで小さな坐像
はあっても春城の銅像は作られたことはなく、肖像画も
大学、図書館における春城関連のできごと
銅像完成までの経緯
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1913 年に制作されたもの（高村真夫画）が知られている
だけだった。そこで若い頃から晩年まで、春城の写真を
複数用意し、その中から壮年期、図書館長時代の写真を
モデルとすることを決定した。また、設置場所は総合学
術情報センター 2 階ホール、中央図書館入口前とし、階
段をあがって来館する利用者を正面を向いて迎える位置
とすることとした。
制作を文学学術院で教鞭をとっていらっしゃる櫻庭裕
介先生に依頼したが、先生はこれまでにも学内や系属校
に設置された大隈重信や小野梓の胸像を手がけており、
今回の春城像制作についてもお願いすることとした次第
である。
その後、櫻庭先生の紹介で鋳造の専門家で東京藝術大
学講師の伊藤邦介先生、さらにはこちらも大学の銅像を
多く手がけている（有）山口石材（台座制作）を交えて、
数回にわたり具体的なイメージを固めていった。また、
台座正面に据える題字「春城市島謙吉像」は、加藤図書
館長の揮毫によるものとし、他に春城について簡単な解
説を添えることとした。
2009 年夏、櫻庭先生から銅像の元となる石膏像完成
の報せがあり、早速図書館関係者で拝見することとなっ
た。実際の設置場所に運び、完成後のイメージを膨らま
せ、いよいよ鋳造となった。また、それと並行して台座
に使用する石材の選定などをおこない、2 月の完成を待
つばかりとなった。
この間、2009 年 11 月には、図書館と社会連携推進室、
さらには大学の新潟県地域コーディネーターが新発田市
を訪問し、今後の交流についての意見交換、現地市島邸
の資料調査、講演会などをおこなった。
2010 年に入り、銅像と銘板の鋳造状況を確認し、2 月
18 日、いよいよ完成した銅像を中央図書館 2 階入口前に
設置し、あとは除幕式を待つばかりとなった。
除幕式当日は、大学からは白井総長、奥島前総長にご
出席いただき、理事、歴代の図書館長の皆さんにもお出
でいただいた。寄付をいただいた故・旗野裕之氏の夫人
であるマキ子氏の参加はかなわなかったが、春城の縁者
として森治子氏（故・市嶋信氏息女）、矢吹彰一氏（春城
令孫）、さらには春城の出身地である新潟からは片山吉
忠氏（新発田市長）、北村泰作氏（校友会新潟県支部長）、
その他多くの新潟県校友会の方々も出席してくださり、
銅像前のホールはたくさんの人でにぎわった。開館時間
中であったことから、利用者の動線を妨げないことを第
一としたため、一部の方たちには立ったままでの参会と
なってしまったことは申し訳ないことであった。
除幕式は宗像図書館副館長の司会で進行し、大学から
白井総長、加藤図書館長、来賓を代表して片山新発田市
長の挨拶があり、奥島前総長、森氏、矢吹氏を加えた 6
名によって、除幕がなされた。
その後参観者には、当日を初日とした『生誕 150 年記
念　市島春城展』をご覧いただいた。図書館長としての
春城だけでなく、政治家、ジャーナリスト、随筆家など
多面的な春城の活躍を、春城自身の言葉を通して紹介す
る展示に、多くの来場者が足を止め、じっくりとご覧に
なっていた。この日の様子は、大学広報だけでなく、新
潟県の新聞（『新潟日報』）にも大きく取り上げられた。
2010 年 5 月現在、新発田市の市島邸への銅像設置、記
念展示開催の準備が進められている。
前述のように、市島春城については、大学内でもいま
だ知名度は低い。しかし、その業績は高田早苗や小野梓、
坪内逍遙などと並んでも遜色ないものがある。早稲田大
学、とりわけ図書館が今日あるのも、春城の努力の賜物
と言ってもよいかもしれない。
今回の銅像設置により、多くの人びとが春城のことを
知り、考えるきっかけになればと思う。
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